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清尾 崇
（札幌市環境局環境共生担当課）
札幌市出身。北海道大学理学院化
学専攻修士課程を卒業後、衛生職
として札幌市に入庁。下水処理施
設や保健所での業務を経て、2021
年4月に環境局環境共生担当課に
着任、ヒグマやエゾシカの対策業
務に従事し現在に至る。

武田忠義（北海道環境生活部自然環境局野生動物対策課
ヒグマ対策室主幹）
1964年11月1日生まれ。1989年北海道大学獣医学部卒。
1990年北海道庁入庁。鳥獣保護管理、生物多様性保全、
環境アセスメントなどの業務を歴任。2022年、ヒグマ対策
室設置時から同職。ヒグマの会会員。

●導入説明／佐藤 喜和（酪農学園大学）
●さっぽろヒグマ基本計画とゾーニング管理／清尾 崇（札幌市環境局）
●北海道のヒグマ対策の現状と課題－地域対応力の強化に向けて－／武田 忠義（北海道環境生活部）

●導入説明／釣賀 一二三（北海道立総合研究機構）
●走りながら考えるヒグマ管理の原点－占冠村の専門員活動－／浦田 剛（占冠村林業振興室）
●実効性を持たせるために必要な人材と体制／山中 正実（公益財団法人知床財団）

●導入説明／山本 牧（もりねっと）
●世界で一番ヒグマの生息密度が高い知床半島にある公立学校
「知床ウトロ学校」のヒグマ学習とヒグマ観／渡邉 圭（知床ウトロ学校）
●ヒグマ対策に一般市民が関与するにはどうすれば良いか？
－さっぽろヒグマ市民会議の実践をとおして－／遠藤 優（北海道大学）

●導入説明／坪田 敏男（北海道大学）
●ヒグマ管理に求められる調査研究－知床半島における取り組みを例に－／下鶴 倫人（北海道大学）

司会進行：間野 勉（北海道立総合研究機構）、伊藤 泰幹（北海道大学）

●閉会挨拶／山本 牧（ヒグマの会副会長）

　近年、ヒグマによる農作物への食害の増加が継続しているのに加え、市街地侵入や人身
被害も増加している。背景には、クマ側に生息数増加と分布拡大と人慣れの進行があるほ
か、人側にも人口減少と高齢化、生物多様性保全を考慮した地域づくりが挙げられる。無策
のままでは今後もこの傾向は続き、人とクマのあつれきは確実に悪化するだろう。これらの
問題に対処する処方箋として、ヒグマの暮らしと人の暮らしを守る場所を分離するゾーニン
グ（すみ分け）管理を提案する。北海道は広く、ヒグマを保全するのに十分な森林がある。ヒ
グマは奥山（コア生息地）で保全する一方、都市や市街地など人が高密度で生活し誘引物
がほぼない地域を排除地域、郊外や農村部など誘引物となる農作物等があり人の密度は
低い地域を防除地域とし、ここでは人の生命と財産を守ることを最優先し、ヒグマ侵入時に
は排除を前提とする。ただし誘引物や侵入経路があると侵入が続くため、防除も確実に行
う。そしてヒグマの生息地になる森林のうち、排除地域や防除地域に隣接する一定の範囲
を緩衝地帯としヒグマが定着することを妨げると共に、既に定着している場合には積極的
な捕獲等による低密度化を図り、排除地域・防除地域への侵入リスクを低下させる。このよ
うに地域を区別し、それぞれの地域で行う対策を明確にすることで、すみ分けによる共存と
あつれき軽減を同時に実現することを目指したい。

ヒグマフォーラム2023 in 札幌 「待ったなしのクマ対策～今後１０年のグランドデザイン～」 第１部 昨今のヒグマ問題対処への処方箋

プログラム

第１部 昨今のヒグマ問題対処への処方箋

第２部 基本はヒグマについて学び知ること

第３部 質疑応答・総合討論

司会進行：向井 徹（北海道魚類映画社）

●開会挨拶／坪田 敏男（ヒグマの会会長）、 秋元 克広（札幌市長）
●来賓挨拶／太田 憲之（北海道議会議員）

休憩（約45分）

休憩（約10分）

セッション１

セッション
１

講演者
紹 介

「ヒグマ管理の対策（ゾーニングに基づく対策）－どこで何をする？－」

ヒグマ管理の対策（ゾーニングに基づく対策）
－どこで何をする？－

セッション２ 「管理の体制作り－誰がする？－」

セッション３ 「ヒグマとつきあう普及啓発－どう伝える？－」

セッション４ 「モニタリングと調査研究－何を根拠に？－」

ホール入り口通路及びホワイエのブース展示をご覧ください（出展者一覧…P

佐藤 喜和（酪農学園大学）

さっぽろヒグマ基本計画と
ゾーニング管理

北海道のヒグマ対策の現状と課題
－地域対応力の強化に向けて－


